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参考資料 １

秋田県縄文遺跡群保存活用連絡会議の設置に関する要綱

〈趣旨〉

第１条 この要綱は、世界文化遺産、大湯環状列石と伊勢堂岱遺跡の保存と活用を円滑に

進めるため、関係者間の連携を強化し、課題や役割等の共有を図ることを目的とする、

秋田県縄文遺跡群保存活用連絡会議（以下「連絡会議」という。）の設置に関し、必要

な事項を定めるものとする。

〈所掌事項〉

第２条 連絡会議は、次の事項をつかさどる。

（１）県内構成資産の保存に関する事項

（２）県内構成資産の活用に関する事項

（３）その他必要と認められる事項

〈組織〉

第３条 連絡会議は、別表１に掲げる委員で構成する。

〈役員〉

第４条 連絡会議に次の役員を置く。

（１）議長

（２）管理委員

２ 議長は、秋田県教育庁教育次長（管理）が務める。

３ 議長に事故があるとき、または運営上の必要が認められるときは、あらかじめ議長が

指名する者がその職務を行う。

４ 管理委員は、次の職にある者が務め、議長を補佐する。

（１）秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室長

（２）鹿角市教育委員会大湯ストーンサークル館長

（３）北秋田市教育委員会生涯学習課長

〈協力者〉

第５条 連絡会議に協力者を置く。

２ 協力者は、別表２のとおりとする。

３ 協力者は、連絡会議に、構成資産の保存に必要な情報の提供及び保全のための協力を

行う。
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〈会議〉

第６条 連絡会議は、議長が必要に応じ関係する委員を招集し、主宰する。

２ 議長は、必要に応じ、協力者及び関係者に連絡会議への出席を求めることができる。

３ 委員は、やむを得ない事情により会議に出席できないときは、代理者を出席させるこ

とができる。

〈事務局〉

第７条 連絡会議の事務は、秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室において処理する。

〈その他〉

第８条 この要綱に定めるもののほか、連絡会議の運営に関し必要な事項は、議長が定め

る。

附 則

この要綱は、令和３年１０月８日から施行する。

令和３年１０月２５日修正

令和４年４月１日修正



秋田県縄文遺跡群保存活用連絡会議  別表１

秋田県

観光文化スポーツ部 観光振興課⾧

交通政策課⾧

生活環境部 環境管理課⾧

農林水産部 農林政策課⾧

森林整備課⾧

建設部 都市計画課⾧

道路課⾧

河川砂防課⾧

鹿角地域振興局 総務企画部⾧

農林部⾧

建設部⾧

北秋田地域振興局 総務企画部⾧

農林部⾧

建設部⾧

教育庁 文化財保護室⾧

鹿角市

総務部 政策企画課⾧

市民部 生活環境課⾧

産業部 産業活力課⾧

農業振興課⾧

農地林務課⾧

建設部 都市整備課⾧

農業委員会 事務局⾧

教育委員会 大湯ｽﾄｰﾝｻｰｸﾙ館⾧

北秋田市

総務部 総合政策課⾧

産業部 農林課⾧

商工観光課⾧

建設部 都市計画課⾧

建設課⾧

農業委員会 局⾧

教育委員会 生涯学習課⾧
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秋田県縄文遺跡群保存活用連絡会議  別表２

鹿角市

十和田八幡平観光物産協会

株式会社かづの観光物産公社（かづのDMO）

秋北バス株式会社

合資会社十和田タクシー

一本木自治会

大湯ＳＣの会

北秋田市

秋田内陸縦貫鉄道株式会社

大館能代空港ターミナルビル株式会社

北秋田地域素材活用推進協議会

北秋田市観光物産協会

一般社団法人秋田犬ツーリズム

小ヶ田自治会

伊勢堂岱遺跡ワーキンググループ
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参考資料 ２

令和３年度世界遺産環境整備調査

調査結果報告書

（鹿角市版）
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１ 調査概要

（1） 調査の目的

本調査は、世界文化遺産に登録された大湯環状列石と伊勢堂岱遺跡の保存活用及び

周辺部を含めた整備状況について、地元住民がどのような点に意見や課題意識を持っ

ているかを把握し、今後の施策に生かす基礎資料を得ることを目的として実施した。

（2） 調査の内容

① 世界文化遺産に登録されたことについての認知度

② 遺跡見学経験の有無

③ 遺跡についての認識

④ 遺跡の整備や活用についての意見 等

（3） 調査の概要

本調査は、今回登録された遺跡がある鹿角市・北秋田市の２地域での調査で構成さ

れている。

① 調 査 地 域：鹿角市および北秋田市

② 調 査 対 象：２市それぞれ 18 歳以上の市民 1,000 人（計 2,000 人）

③ 標本抽出方法：選挙人名簿をもとに無作為抽出

④ 調 査 手 法：郵送による無記名式アンケート調査

⑤ 調 査 期 間：令和３年 11 月 30 日（火）～同年 12 月 15 日（水）

⑥ 調査実施機関：株式会社フィデア情報総研

（4） 回収結果

① 鹿 角 市 回収数 396 回収率 39.6％

② 北秋田市 回収数 364 回収率 36.4％

③ 全 体 回収数 760 回収率 38.0％

※12 月 17 日（金）到着分の調査票を含む

（5） 報告書の見方

ž 調査数（n = Number of cases）とは、回答者総数または分類別の回答者数を示

している。

ž 回答の構成比は百分率であらわし、小数点第２位を四捨五入して算出している。

そのため、回答比率を合計しても 100.0％にならない場合がある。

ž 複数回答の設問（「三つまで回答可」と記載のある設問）の場合、各設問の調査

数を基数として回答比率を算出しているため、すべての選択肢の回答比率を合

計すると 100.0％を超える。
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２ 鹿角市調査 結果

問１ 回答者の年代

問２ 回答者の性別

18～29才
13人
3.3% 30～39才

40人
10.1%

40～49才
57人

14.4%

50～59才
73人

18.4%

60～69才
102人
25.8%

70才以上
111人
28.0%

無回答

0人
0.0%

(n=396)

男

179人
45.2%

女

216人
54.5%

無回答

1人
0.3%

(n=396)
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問３ 回答者のお住まいの地域

問４ 大湯環状列石を含む「北海道・北東北の縄文遺跡群」が世界遺産に登録

されたことをご存じですか。１つ選んで番号に○をつけてください。

「知っている」の割合が 98.0％と極めて高い割合となった一方、「知らない」の割

合は 2.0％となった。

調査結果からは、大湯環状列石を含む「北海道・北東北の縄文遺跡群」が世界遺産

に登録されたことが広く認知されている状況がうかがえた。

大湯環状列石がある台地

（中通台地）

16人
4.0%

大湯温泉地区

45人
11.4%

毛馬内地区

75人
18.9%

花輪地区

143人
36.1%

尾去沢地区

41人
10.4%

八幡平地区

56人
14.1%

その他の地区

19人
4.8%

無回答

1人
0.3%

(n=396)

知っている

388人
98.0%

知らない

8人
2.0%

無回答

0人
0.0%

(n=396)
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問５ 大湯環状列石が世界遺産に登録されてどのように感じたか、１つ選んで

番号に○をつけてください。

「嬉しい」の割合が 72.5％と非常に高い割合となった一方、「嬉しくない」の割合

は 0.5％と極めて低い割合となった。

調査結果からは、大湯環状列石が世界遺産に登録されたことを喜ぶ状況がうかがえ

た。

問６ 「北海道・北東北の縄文遺跡群」には、北秋田市の伊勢堂岱遺跡が含ま

れていることをご存じですか。また、行ったことはありますか。１つ選

んで番号に○をつけてください。

「知っているが行ったことはない」の割合が 71.2％と非常に高い割合となり、こ

れに「知っていて行ったことがある」の割合を合わせると 86.1％となった。

調査結果からは、北秋田市の伊勢堂岱遺跡が「北海道・北東北の縄文遺跡群」に含

まれることが広く認知されている一方、大半が訪れたことがない状況がうかがえた。

嬉しい

287人
72.5%

嬉しくない

2人
0.5%

どちらともい

えない

104人
26.3%

無回答

3人
0.8%

(n=396)
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問７ 大湯環状列石を見学したことはありますか。１つ選んで番号に○をつけ

てください。

「整備する前（20 年以上前）に行ったことがある。」（40.7％）と「整備後、世界

遺産に登録される前に行ったことがある。」（36.9％）がともに４割前後と高い割合と

なった。

知っていて

行ったことがある

59人
14.9%

知っているが

行ったことはない

282人
71.2%

知らないが

行ったことはある

1人
0.3%

知らないし

行ったこともない

54人
13.6%

無回答

0人
0.0%

(n=396)

整備する前

（20年以上前）に行っ
たことがある。

161人
40.7%

整備後、世界遺産に登録される

前に行ったことがある。

146人
36.9%

世界遺産に登録されて

初めて行った。

2人
0.5%

世界遺産登録前と登録後

の両方の時期に行った。

54人
13.6%

行ったことがない。

32人
8.1%

無回答

1人
0.3%

(n=396)
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問８ 問７で１～４を選んだ方に伺います。

現地を訪れた感想として、当てはまるものを１つ選んで番号に○をつけ

てください。

「期待以上」と「期待通り」の割合の合計が 43.3％となった一方、「やや期待外

れ」と「期待外れ」の割合の合計は 51.7％となった。

問９ 問８の回答を選択した理由をお聞かせ下さい。

個別回答を見ると、「期待以上」または「期待通り」の理由として、景観や展示

物、案内ガイドの説明が良かったという意見のほか、当時の人々の生活を感じること

ができるといった意見が見られた。

一方、「やや期待外れ」と「期待外れ」の理由としては、遺跡の良さや見どころ、

価値が分からないといった意見が多く見られたほか、ガイドや案内等説明の不足や、

売店や飲食スペースを望む意見が見られた。

期待以上

21人
5.8%

期待通り

136人
37.5%やや期待外れ

153人
42.1%

期待外れ

35人
9.6%

無回答

18人
5.0%

(n=363)
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問 10 大湯環状列石の良い所、または重要な所と思うものを選んで番号に○を

つけてください。（三つまで回答可）

「環状列石と石組み」の割合が 56.6％で最も高く、これに「遺跡全体の景観」

（46.5％）、「出土した土器や土偶」（44.7％）、「夏至の日没と二つの環状列石の位置

関係」（43.2％）がいずれも４割台で続いた。

問 11 大湯環状列石で今後整備が必要と思うものを選んで番号に○をつけて

ください。（三つまで回答可）

「遺跡中央の道路の移設」の割合が 47.5％で最も高く、次いで「遺跡内を通る電

線・電柱の移設」（42.4％）が高い割合となった。

46.5% (184人)

56.6% (224人)

24.0% (95人)

43.2% (171人)

44.7% (177人)

5.3% (21人)

3.8% (15人)

0% 20% 40% 60%

遺跡全体の景観

環状列石と石組み

復元された建物

夏至の日没と二つの環状列石の位置関係

出土した土器や土偶

その他

無回答

(n=396)

47.5% (188人)

42.4% (168人)

18.9% (75人)

29.8% (118人)

31.8% (126人)

11.9% (47人)

8.8% (35人)

0% 20% 40% 60%

遺跡中央の道路の移設

遺跡内を通る電線・電柱の移設

遺跡内の建物等の修理

ストーンサークル館の展示リニューアル

解説板や展示施設の多言語化

その他

無回答
(n=396)
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問 12 遺跡を多くの人に楽しんでもらうために必要だと思うものを選んで番

号に○をつけてください。（三つまで回答可）

「レストラン等の飲食店の整備」の割合が 40.2％で最も高く、これに「お土産を買

える施設」（39.9％）、「駅からの公共交通機関の整備」（35.1％）、「縄文時代からの様

子が見える仮想の映像等」（32.3％）がいずれも３割台で続いた。

27.8% (110人)

17.9% (71人)

23.0% (91人)

15.9% (63人)

32.3% (128人)

35.1% (139人)

40.2% (159人)

39.9% (158人)

8.3% (33人)

4.3% (17人)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

見やすい解説パネル

音声ガイド

案内ガイドの拡充

大湯環状列石のガイドブック

縄文時代の様子が見える仮想の映像等

駅からの公共交通機関の整備

レストラン等の飲食店の整備

お土産を買える施設

その他

無回答 (n=396)
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問 13 遺跡のイベントで、実施されたら参加してみたいと思うものを選んで番

号に○をつけてください。（三つまで回答可）

「縄文時代の道具作り体験」の割合が 46.2％で最も高く、次いで「縄文食の体験」

（43.4％）が続き、この２項目が 4 割台と他の項目に比べて高い割合となった。

問 14 県外から大湯環状列石を訪れた方に、合わせて訪れて欲しい鹿角市のお

ススメの場所を教えてください。

個別回答を見ると、十和田湖、あんとらあ（道の駅かづの）、史跡尾去沢鉱山（マイ

ンランド尾去沢）、温泉が多く挙げられている。

問 15 世界遺産となった大湯環状列石には、今後どのようなことを期待します

か。

個別回答を見ると、積極的なＰＲによる遺跡の知名度向上や観光客の増加を期待す

る意見や、案内板の多言語化や関連施設の充実など今後の設備に関する意見が多く見

られた。

また、大湯環状列石が世界遺産に登録されたことを契機として、市の魅力向上や活

性化につながることを期待する意見も見られた。

43.4% (172人)

22.0% (87人)

46.2% (183人)

27.8% (110人)

32.1% (127人)

9.1% (36人)

9.8% (39人)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

縄文食の体験

遺跡内の宿泊体験

縄文時代の道具作り体験

土偶などの出土した地点での展示会

縄文時代からある植物の観察会

その他

無回答
(n=396)
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参考資料 ３

令和３年度世界遺産環境整備調査

調査結果報告書

（北秋田市版）
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１ 調査概要

（1） 調査の目的

本調査は、世界文化遺産に登録された大湯環状列石と伊勢堂岱遺跡の保存活用及び

周辺部を含めた整備状況について、地元住民がどのような点に意見や課題意識を持っ

ているかを把握し、今後の施策に生かす基礎資料を得ることを目的として実施した。

（2） 調査の内容

① 世界文化遺産に登録されたことについての認知度

② 遺跡見学経験の有無

③ 遺跡についての認識

④ 遺跡の整備や活用についての意見 等

（3） 調査の概要

本調査は、今回登録された遺跡がある鹿角市・北秋田市の２地域での調査で構成さ

れている。

① 調 査 地 域：鹿角市および北秋田市

② 調 査 対 象：２市それぞれ 18 歳以上の市民 1,000 人（計 2,000 人）

③ 標本抽出方法：選挙人名簿をもとに無作為抽出

④ 調 査 手 法：郵送による無記名式アンケート調査

⑤ 調 査 期 間：令和３年 11 月 30 日（火）～同年 12 月 15 日（水）

⑥ 調査実施機関：株式会社フィデア情報総研

（4） 回収結果

① 鹿 角 市 回収数 396 回収率 39.6％

② 北秋田市 回収数 364 回収率 36.4％

③ 全 体 回収数 760 回収率 38.0％

※12 月 17 日（金）到着分の調査票を含む

（5） 報告書の見方

ž 調査数（n = Number of cases）とは、回答者総数または分類別の回答者数を示

している。

ž 回答の構成比は百分率であらわし、小数点第２位を四捨五入して算出している。

そのため、回答比率を合計しても 100.0％にならない場合がある。

ž 複数回答の設問（「三つまで回答可」と記載のある設問）の場合、各設問の調査

数を基数として回答比率を算出しているため、すべての選択肢の回答比率を合

計すると 100.0％を超える。
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２ 北秋田市調査 結果

問１ 回答者の年代

問２ 回答者の性別

18～29才
35人
9.6% 30～39才

17人
4.7%

40～49才
57人

15.7%

50～59才
65人

17.9%

60～69才
93人

25.5%

70才以上
96人

26.4%

無回答

1人
0.3%

(n=364)

男

161人
44.2%

女

202人
55.5%

無回答

1人
0.3%

(n=364)
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問３ 回答者のお住まいの地域

問４ 伊勢堂岱遺跡を含む「北海道・北東北の縄文遺跡群」が世界遺産に登録

されたことをご存じですか。１つ選んで番号に○をつけてください。

「知っている」の割合が 98.1％と極めて高い割合となった一方、「知らない」の割

合は 1.9％となった。

調査結果からは、伊勢堂岱遺跡を含む「北海道・北東北の縄文遺跡群」が世界遺産

に登録されたことが広く認知されている状況がうかがえた。

鷹巣地区

（米代川以北）

156人
42.9%

鷹巣地区

（米代川以南）

59人
16.2%

合川地区

80人
22.0%

森吉地区

61人
16.8%

阿仁地区

2人
0.5%

無回答

6人
1.6%

(n=364)

知っている

357人
98.1%

知らない

7人
1.9%

無回答

0人
0.0%

(n=364)
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問５ 伊勢堂岱遺跡が世界遺産に登録されてどのように感じたか、１つ選んで

番号に○をつけてください。

「嬉しい」の割合が 73.9％と非常に高い割合となった一方、「嬉しくない」の割合

は 0.3％と極めて低い割合となった。

調査結果からは、伊勢堂岱遺跡が世界遺産に登録されたことを喜ぶ状況がうかがえ

た。

問６ 「北海道・北東北の縄文遺跡群」には、鹿角市の大湯環状列石が含まれ

ていることをご存じですか。また、行ったことはありますか。１つ選ん

で番号に○をつけてください。

「知っていて行ったことがある」の割合が 45.6％と最も高く、次いで「知ってい

るが行ったことはない」（40.1％）が高い割合となった。両項目の割合を合わせると

85.7％となり、鹿角市の大湯環状列石が「北海道・北東北の縄文遺跡群」に含まれる

ことが広く認知されている状況がうかがえた。

嬉しい

269人
73.9%

嬉しくない

1人
0.3%

どちらともい

えない

89人
24.5%

無回答

5人
1.4%

(n=364)
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問７ 伊勢堂岱遺跡を見学したことはありますか。１つ選んで番号に○をつけ

てください。

「行ったことがない。」の割合が 41.8％と最も高い割合となった。一方、「整備後、

世界遺産に登録される前に行ったことがある。」は 27.7％、「整備する前（10 年以上前）

に行ったことがある。」は 19.5％となった。

知っていて

行ったことがある

166人
45.6%

知っているが

行ったことはない

146人
40.1%

知らないが

行ったことはある

7人
1.9%

知らないし

行ったこともない

45人
12.4%

無回答

0人
0.0%

(n=364)

整備する前（10年以上前）
に行ったことがある。

71人
19.5%

整備後、世界遺産に

登録される前に

行ったことがある。

101人
27.7%

世界遺産に登録されて

初めて行った。

11人
3.0%

世界遺産登録前と登録後

の両方の時期に行った。

28人
7.7%

行ったこと

がない。

152人
41.8%

無回答

1人
0.3%

(n=364)
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問８ 問７で１～４を選んだ方に伺います。

現地を訪れた感想として、当てはまるものを１つ選んで番号に○をつけ

てください。

「期待以上」と「期待通り」の割合の合計が 53.5％となった一方、「やや期待外れ」

と「期待外れ」の割合の合計は 40.7％となった。

問９ 問８で回答いただいた感想を抱いた理由をお聞かせください。

個別回答を見ると、「期待以上」または「期待通り」の理由として、遺跡の規模の

大きさや展示物の多さについての意見が多く見られた。

一方、「やや期待外れ」と「期待外れ」の理由としては、遺跡の良さが分からない

といった意見が多く見られたほか、ガイドや案内板等説明の不足についての意見も見

られた。

期待以上

38人
18.0%

期待通り

75人
35.5%

やや期待外れ

72人
34.1%

期待外れ

14人
6.6%

無回答

12人
5.7%

(n=211)
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問 10 伊勢堂岱遺跡の良い所、または重要な所と思うものを選んで番号に○を

つけください。（三つまで回答可）

「出土した土器や土偶」の割合が 62.4％で最も高く、これに「環状列石」（47.0％）

と「遺跡全体の景観」（44.2％）がともに４割台で続いた。

問 11 伊勢堂岱遺跡で今後整備が必要と思うものを選んで番号に○をつけて

ください。（三つまで回答可）

「伊勢堂岱縄文館の展示の追加」の割合が 35.7％で最も高く、これに「環状列石に

並ぶ石の補強」（30.8％）、「眺望を阻害する樹木の伐採」（29.7％）、「遺跡内の復元物

の修理」（28.6％）、「解説版や展示施設の多言語化」（28.3％）がいずれも３割前後で

続いた。

44.2% (161人)

47.0% (171人)

19.5% (71人)

19.8% (72人)

62.4% (227人)

8.0% (29人)

7.7% (28人)

0% 20% 40% 60% 80%

遺跡全体の景観

環状列石

復元された建物の表示

遺跡から見える白神などの山並み

出土した土器や土偶

その他

無回答
(n=364)

30.8% (112人)

29.7% (108人)

28.6% (104人)

35.7% (130人)

28.3% (103人)

15.1% (55人)

12.9% (47人)

0% 10% 20% 30% 40%

環状列石に並ぶ石の補強

眺望を阻害する樹木の伐採

遺跡内の復元物の修理

伊勢堂岱縄文館の展示の追加

解説版や展示施設の多言語化

その他

無回答

(n=364)
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問 12 遺跡を多くの人に楽しんでもらうために必要だと思うものを選んで番

号に○をつけてください。（三つまで回答可）

「レストラン等の飲食店の整備」の割合が 42.0％で最も高く、これに「駅からの公

共交通機関の整備」（38.5％）と「お土産を買える施設」（36.8％）がともに３割台で続

いた。

28.8% (105人)

14.3% (52人)

18.4% (67人)

17.3% (63人)

29.7% (108人)

38.5% (140人)

42.0% (153人)

36.8% (134人)

8.2% (30人)

6.0% (22人)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

見やすい解説パネル

音声ガイド

案内ガイドの拡充

伊勢堂岱遺跡のガイドブック

縄文時代の様子が見える仮想の映像等

駅からの公共交通機関の整備

レストラン等の飲食店の整備

お土産を買える施設

その他

無回答
(n=364)
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問 13 遺跡のイベントで、もし実施されたら参加してみたいと思うものを選ん

で番号に○をつけてください。（三つまで回答可）

「縄文時代の道具作り体験」の割合が 52.2％で最も高く、次いで「縄文食の体験」

（40.7％）が高い割合となった。

問 14 県外から伊勢堂岱遺跡を訪れた方に、合わせて訪れて欲しい北秋田市

のおススメの場所を教えてください。

個別回答を見ると、森吉山、大太鼓の館、北欧の杜公園、くまくま園が多く挙げら

れているほか、秋田内陸線や阿仁マタギについての意見も見られた。

問 15 世界遺産となった伊勢堂岱遺跡には、今後どのようなことを期待する

か、お考えを教えてください。

個別回答を見ると、今後の集客や認知度向上に期待する意見が多く見られたほか、

教育施設や研究機関としての活用を望む意見や、自然環境の保持を求める意見、また、

地域住民に遺跡の魅力が伝わることが重要という意見が見られた。

このほか、伊勢堂岱遺跡の世界遺産への登録が、北秋田市を訪れる人の増加や地域

経済の活性化のきっかけになることを期待する意見も見られた。

40.7% (148人)

15.4% (56人)

52.2% (190人)

33.5% (122人)

33.2% (121人)

8.5% (31人)

7.4% (27人)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

縄文食の体験

遺跡内の宿泊体験

縄文時代の道具作り体験

土偶などが出土した地点での展示会

縄文時代からある植物の観察会

その他

無回答
(n=364)


